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富岡製糸場が意味するもの
――世界遺産とネットワーク形成①
吉田　春生＊
	 The	Tomioka	Silk	Mill,	built	over	100	years	ago,	was	the	world’s	first	large	scale	reeling	fac-
tory	at	that	time.	The	Meiji	Government	made	the	factory	for	raw	silk	resources.	A	French	
technician,	Paul	Brunat,	was	hired	for	the	construction	of	the	Tomioka	Silk	Mill.	It	was	operated	
under	both	new	European	technology	and	original	Japanese	methods	of	construction.	
	 The	turning	point	for	the	Tomioka	Silk	Mill	was	a	close	of	the	operation	in	1987.	Some	people	
recognized	the	significance	of	the	factory’s	existence,	and	then	the	Tomioka	Silk	Mill	Association	
was	organized	in	1988.	Many	people	came	to	feel	that	the	Tomioka	Silk	Mill	and	other	cultural	
assets	relating	to	raw	silk	were	important	for	the	city	of	Tomioka.	Finally	in	2007	those	were	
designated	as	a	potential	World	Heritage	Site.	In	this	process,	citizen	activities	played	an	impor-
tant	part.	At	same	time	we	should	consider	how	Katakura	Industries	made	a	large	contribution	
toward	being	designated	as	a	potential	World	Heritage	Site.
はじめに
2007年１月，鹿児島県の尚古集成館（旧集成館機械工場）や長崎県の端島炭鉱（軍艦島），福岡・熊本
両県の三池炭田坑，山口県の萩反射炉など６県11市で提案した「九州・山口の近代化産業遺産群」は，文
化庁の世界遺産暫定一覧表に記載されることはなかった。当時，世界遺産の一覧表における不均衡が問題
となっており，その是正のため産業遺産と文化的景観に該当するものが優先される可能性があった。その
とき，最大のライバルとなったのは，群馬県の富岡製糸場だった。
富岡製糸場の場合も単独ではなく，県内各地に散らばる「絹産業遺産群」も含めた「富岡製糸場と絹産
業遺産群」が正式な世界遺産暫定一覧表記載の表記である。具体的には，繭・生糸・蚕種（蚕の卵）輸送
に使用された旧上野鉄道関連施設（繭・生糸用レンガ倉庫），蚕種を保存する冷蔵施設だった荒船風穴（以
上下仁田町），全国の標準となる養蚕法を開発した教育組織，高山社発祥の地（藤岡市），重要伝統的建造
物群保存地区となっている赤岩地区養蚕農家群（六合村），碓氷峠鉄道施設（安中市），官営の富岡製糸場
とは異なる組織形態で知られる（後述）旧甘楽社小幡組倉庫（甘楽町）など10点で構成される。富岡製糸
場を強い磁場として，群馬県内という限定された地域に近代の絹産業にかかわる遺産が存在している。し
かもそれらはその関係性において，明らかにネットワークを形成していた。
九州・山口の場合には，６県（後に７県での申請となる）という空間的な拡散もさることながら，日本
の産業近代化に貢献したという時代の一般性を広く提示しているものの，富岡の絹産業群のように個別具
　 　
キーワード：官営製糸場，甘楽社小幡組，トポフィリア，「記憶の共同体」，片倉工業
　 　
＊本学福祉社会学部教授
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体的なテーマは生まれていない。炭坑関係が比較的多いものの，造船所や砲台跡，反射炉，機械工場など
拡散した産業的特色という印象である。九州・山口の産業遺産群は2008年９月26日，世界遺産国内暫定リ
ストに記載されることとなったものの，富岡の場合のように，明確なストーリー，すなわちネットワーク
形成という点では必ずしも説得的ではなかった。
おそらく，石見銀山の逆転登録の事態が私たちに示したのは，世界文化遺産の評価においては，過去に
おいて成立していた産業面におけるネットワークがいったん消滅した（産業として機能しなくなった）後，
産業遺産としてそのネットワークが再発見されたという推移だったと思われる（毛利2008）。本論ではこ
うした産業遺産における過去のネットワーク形成とともに，いったんそれが衰退した後にネットワークが
再発見されることの意味を，地域振興・地域活性化という視点から考えてみたい。
その過程で，重視されるのは歴史的な意義や地理的（空間的）な条件ばかりではない。
1. 富岡製糸場の設立
官営製糸場設置の必要性と役割
安政６年（1859年），江戸幕府は鎖国の一部を解き外国との貿易を許した。そのとき，有力な輸出品と
なったのは生糸だった。2008年に日本で公開された日本・カナダ・イタリアの合作映画『シルク』では，
その題名どおり，19世紀の世界的なスケールで生糸をめぐる時代背景が描かれていた。フランスなど欧州
地域の養蚕国では蚕の疾病が発生し，養蚕業者の父の命を受けた主人公は，良質の生糸を求めて日本まで
やって来たのだった。しかし生糸の粗製濫造も行なわれたため，日本の生糸の評判は落ちていった。映画
では中国産の生糸で間に合うようになった。
因みに，貿易が許された年の翌年，万延元年（1860年）に生糸・蚕種の輸出に占める割合は68.3％で，
翌文久元年（1861年）から２年間は86.0％，83.6％と増加したものの，その後減少し，明治元年（1868年）
には66.6％，明治３年には49.8％に落ちていた。（（財）文化財建造物保存技術協会2006：9）
近代化（= 西洋化）を推進することが急務だった明治政府には，富国強兵・殖産興業の大方針の下，上
記のような幕末からの生糸をめぐる状況もあり，製糸場を建設することが必要とされた。ただ，これは民
間に委ねるには資金面・人材面から不可能であったため，官営の模範工場を建設することになった。その
基本的な考え方は次のようなものである。
（1）	 外国の器械製糸機を導入し，外国人を指導者として製紙技術の伝習を図る。
（2）	 全国から工女を募集し，伝習を終えた工女は国元へ戻り地元の指導者とする。
（3）	 生糸の輸出に便利なように東京（横浜）から余り遠くない場所とする。
（4）	 原料繭の確保に便利な養蚕地帯とする。
	 （（財）文化財建造物保存技術協会2006：9）
明治政府は明治３年（1870年），工場建設，器械製糸機の導入，日本人工女の育成まですべてを一括し
て任せるべくフランス人ポール・ブリューナを招聘した。工場建設地の選定にはブリューナの他，初代所
長となる尾高惇忠らが当たった。埼玉，群馬，長野の候補地から富岡が最適地として選ばれたのは，製糸
に必要な繭と水，工場建設用の広い土地，工場の動力源となる石炭，地元に歓迎されることのすべてが
揃っていたからである。
富岡製糸場は明治５年（1872年）10月４日に開業し，わが国の近代産業化の第一歩が踏み出された。ま
だ産業革命の端緒にさえ着いていなかった日本にあって，富岡製糸場は欧州の近代的工場をいくつかの点
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で凌駕していた。
まず，工場の規模である。操糸工場は長さ140.4m，幅12.3m，高さ12.1m のレンガ造り平屋建てで世界
最大規模だった。鉄製の製糸器械も，産業革命が終了している当時の欧州の器械製糸工場でも50～150台
が普通のところ，300台所有していた。富岡製糸場は格段の生産能力だったといえる。
生産規模ばかりでなく工場の環境衛生面でも，ブリューナによってその時代としては十分な配慮がなさ
れていた。
創業時，石炭の煤煙を空中放散する役目を担っていた鉄製煙突は36m 以上の高さだった。操糸工場の
排水や繭倉庫などの雨水排水用に当初から地下にレンガ積み排水溝が造られていた。こうした配慮は，そ
れまで日本にはなかった環境衛生思想が根底にあったからだと見ることができる。
つまり，富岡製糸場は同時代の「女工哀史」で語られるような労働環境とは大きく隔たっていた。福利
厚生面での配慮も十分になされていたからである。開業の翌年２月頃にはフランス人医師を常駐させ，６
畳間の病室８を備えた病院も建設されていた。治療費や薬代は工場側の負担であり，食費も寄宿舎も無料
だった。休日には芝居小屋見物や貴前神社への参詣なども許されており，季節ごとの花見や盆踊りも行な
われていた。「いずれにしても，富岡製糸場はその近代的な設備のみならず，七曜制の導入，労働時間，
服務規律，月給制，寄宿制，診療所など，労働環境の面においても，わが国に最初に労務管理法を導入し
たといえる」。（（財）文化財建造物保存技術協会2006：11）
ところで，官営工場としての富岡製糸場は二つの点で研究者から批判を受けていた。一つは慢性的な赤
字経営だったこと，いま一つは「技術の地方拡散に貢献していない」との見方からである（読売新聞文化
部2003：211）。こうした見方に対して，『旧富岡製糸場建造物群調査報告書』は次のように反論している。
明治８年（1875年）まで在任したブリューナらフランス人技術者たちの給料が破格の高額だったため
年間の経費が大きかった。しかし，これは幕末の生糸粗製・濫造を修正していくためにはやむを得ない道
筋だった。そして「技術の地方拡散」については，富岡製糸場調査検討委員会によって，富岡製糸場を模
範として設立された全国の器械製糸場の主たるもの14がリストアップされ，同じく帰郷後活躍した工女・
工男の足跡も調査された。前者は隣県の長野が多いものの，遠くは熊本県や北海道にも及んでいる。（（財）
文化財建造物保存技術協会2006：11–13）
内発的発展としての製糸業――もう一つのストーリー
なお，「富岡製糸場と絹産業遺産群」というとき，明治初期からの富岡製糸場を中心とした原料生産（養
蚕農家）・製造・保存（風穴と倉庫）・運搬（鉄道）・養蚕法の教育（高山社）から成るネットワーク形成
というストーリーとは別に，次のような観点のあることにも十分注意すべきである。
さて，富岡町にはもう一つの顔があった。それは1880年に創設された甘楽社の存在である。目前に
模範工場があるにもかかわらず，改良座繰製糸を主体とする甘楽社はアメリカ向けの大量の生糸生産
を図り，ゆるぎない実績をあげていった。
このように富岡製糸場と甘楽社が競合しながらも共存できたのは，いみじくもアダムスが指摘した
富岡周辺が原料繭を供給できたヒンターランドであり続けたことにほかならなかった。（今井2007：
39）
ヒンターランドとは，先に富岡に官営製糸場が誘致できる条件として挙げられていた，製糸に必要な繭
と水が得られる後背地として富岡周辺という土地空間が機能できることを指している。すなわちそれは，
上（国）からの官営工場というかたちでなく，江戸から明治時代にかけて全国の多くの地域において見ら
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れたように，地元の力によって，地域資源を活かした地場産業というかたちの道筋も可能だったことを示
している。明治時代，農家500戸を超えていた小幡村は，山間の僻地ではあったものの養蚕に適した土地
であり，ほとんどの農家で養蚕が営まれていた。地域開発という点からすれば，国から持ち込まれた外来
型開発というべき官営製糸場とは別に，甘楽社小幡組の製糸事業は内発的発展と評価されるべきものであ
る。もともと小幡村には水田が少なく，各農家は養蚕に熱心だった。水力を利用した生糸揚返し場が有志
によって設置され，各農家は家庭で作った座繰り糸を持ち寄り，揚げ返しして品質のよい生糸を作った。
富岡製糸場を訪問した三井物産の磯清五郎はその生糸を評価し，販売の労を取ることになり，富岡製糸場
が設立されて６年後の明治11年には有志29名が発起人となり，組合制による揚返し工場ができた1。
地域開発の方法として富岡製糸場と甘楽社小幡組とは明らかな違いがあった。しかし世界遺産の登録と
いう観点から見るならば，単にネットワーク形成というよりも，富岡製糸場という官営工場に対するカウ
ンターカルチャーとして，地域文化（＝地域社会・地域産業のあり方）として甘楽社小幡組が存在するこ
とは，「富岡製糸場と絹産業遺産群」という表記に絹産業をめぐる組織・生産方法の違いという重層性・
多様性をも孕んでいるということであり，文化審議会文化財分科会世界文化遺産特別委員会が指摘した，
富岡の資産は「日本の近代化を表し，絹産業の発達の面において世界的な意義を持つことから，顕著な普
遍的価値を持つ可能性が高い」とか，「日本の世界文化遺産及び世界遺産暫定一覧表に記載された文化遺
産には未だ見られない分野の文化遺産」だとする評価以上に，絹産業遺産相互間に文化の重層性・多様性
ともいうべき異種が含まれていることに注目すべきだと筆者には思われる。
2. 富岡製糸場の存在と認知活動
トポフィリアからの始まり
以上見てきたように，富岡製糸場が日本の近代産業史において果たした役割の歴史的価値・評価は疑い
を容れる余地がなかった。またそこに，絹産業群のネットワークのみならず，カウンターカルチャーとい
うべき甘楽社小幡組の存在が含まれていたことは，世界遺産の登録基準でいう，「顕著で普遍的な価値」
を有するのだといってよい。その地域での地形や気候，歴史に規定される独自性と，世界の他の地域へと
アナロジーを可能にする普遍的な可能性を有する点において，それは世界遺産に登録される資格を有して
いる。一方で，私たちはそうした歴史性を離れて，地域における富岡製糸場の存在感にも圧倒される。
私たちが正面入り口から入って対面する東繭倉庫の美しさは，明治時代の洋風建造物としては卓越した
ものである。明治初期，殖産興業のため多くの官営工場が建設されたものの，創建時の建物がほぼそのま
まのかたちで残っているのは富岡製糸場だけということも確かにある。しかしながら，その即物性・存在
そのものに私たちが心奪われるのも確かであろう。端的にいえば，木材で骨組みを作り，その間をレンガ
で埋める和洋折衷型の東繭倉庫や西繭倉庫である。フランスのアルザス地方やノルマンディ地方では，
ハーフティンバーと呼ばれる木組みの建物がよく見られるが，それらはごく普通の民家であることが多
い。二つの倉庫は，当時の世界最大規模の生糸生産工場の一翼を担うものであり，桁行の長さ自体も
104m を超えていた。その迫力・華麗さは民家の比ではない。
こうした存在感を地域住民は，特にその少年・少女時代において強く感受していた。それは日本全国で
起きている，地域の「記憶の共同体」が形成され，トポフィリア（場所愛）が育まれてゆく典型的な事例
であると筆者には思える。
例えば，富岡製糸場が世界遺産登録を目指すには，後述するように，所有していた片倉工業から富岡市
1	 	 甘楽社小幡組の記述については群馬県のウェブサイトを参照した。
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に建造物が寄付されたことが大きな転機となるが，その際交渉に当たった当時の富岡市長，今井清二郎の
ことである。山﨑益吉は次のように書いている。
最後に今井の富岡製糸場にかける情熱がどこからきているのかを探っておこう。それには今井の原
体験を見るのがよい。今井は筆者と同じ富岡高校の一つ上の先輩である。筆者も自転車通学の折，
枳
からたち
の垣根越しに製糸場を見て過ごした。今井は製糸場の北通りに友人がいたので放課後よく立ち
寄って，枳の垣根越しに製糸場の雄姿を見て感動したと述懐しているが，どうも今井の原体験はここ
にありそうである。
	 （山﨑2009：152）
地域社会を考える際，私たちが度々想起するものと，ほぼ同じ感触がここからは得られる。1970年代，
福岡県の柳川市で掘割の大部分を埋め立てようという計画が軌道に乗ったにもかかわらずそれが中止と
なったのは，子ども時代にその川で泳いだり魚を取ったりした思い出のある人たちによる行動の賜物だっ
た。あるいはまた，明治時代に第百三十銀行の支店として建てられ，いまでは黒壁ガラス館として知られ
る，外壁が黒漆喰の土蔵造りという異色の建物が象徴的な滋賀県長浜市のケースである。子ども時代にそ
の建物に親しんでいた人たちは，それが取り壊される可能性が出てきたとき，何とか保存したいと買い戻
し運動を開始したのである。これらはともにトポフィリアという感情の契機抜きには起こりえなかった現
象である。（吉田2006：50–53）
筆者は富岡製糸場の周りを西側から北，そして東の正面入り口までぐるりと歩いてみた。西の通りは塀
の間近まで西繭倉庫が接近してきており，そこを行く子どもたちが富岡製糸場の存在を意識せずにいられ
なかったであろうことが容易く実感できた。塀越しに見えるその威容は，東繭倉庫の存在感と変わらない。
元市長である今井にしてもその少年時代に，この壮大な建造物を見てどのような感慨を抱いたかは容易に
想像できる。しかし，富岡製糸場の重要性を認識し，最初の一歩を踏み出したのは，今井のように地域の
「記憶の共同体」に強く促された地元の人間ではなかった。
山﨑益吉によれば，1988年に発足した「富岡製糸場を愛する会」は甘楽町の有志が主体となって結成さ
れた。甘楽町長だった田村利良や，甘楽町新聞主幹の松井義雄らの，前年に操業を停止した富岡製糸場を
そのまま放置しておくのはもったいない，との一念が起点だったとされる（山﨑2009：153–154）。外から
の視線で地域振興が新展開を見せるという例は各地で起きているが，ここでも出発時点では同様だった。
先に述べたように，甘楽町は官営工場たる富岡製糸場とは異なる方法で，いわば地場産業として，内発的
発展の一つのかたちとして製糸業が成立していた。そんな甘楽町の住民からすれば，巨象ともいうべき富
岡製糸場はやはり驚嘆すべき存在だったはずである。甘楽町小幡組がカウンターカルチャーであったれば
こそ，逆に富岡市民よりも富岡製糸場の偉大さが痛感されたのだということができる。そしてそれにトポ
フィリアに促された富岡市民が加わったのである。
いま述べてきたように，世界遺産の登録が目指されたからトポフィリアが意識され，「記憶の共同体」
が想起されたというのではなかった。順序は逆である。この部分は，むしろ別府においてウォーキングツ
アーからオンパク（温泉泊覧会）で注目されることになる過程とよく似ている（吉田2010）。それぞれの
時期に何が起こっていたかを明確に分析することは，世界遺産を目指すほどではないけれども，地域の特
性を意識して観光振興を図ろうとする地方自治体が注目すべきポイントだと筆者には思える。拙著『新し
い観光の時代』の別府の研究（同書第５章「温泉観光都市別府　再生の軌跡」）で明示したように，その
過程で何が起こっているかを富岡の場合で検証してみよう。
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「富岡製糸場を愛する会」の活動
片倉工業に経営が移っていた富岡製糸場は，1987年（昭和62年）操業を停止した。その価値を認め，逸
早く立ち上がったのが翌88年に誕生した「富岡製糸場を愛する会」だった。富岡製糸場の価値を市民に伝
えることにより地域の活性化につなげることができないか，との問題意識から生まれている。当初は数名
の会員が市内外で学習会や講演会を行なっていた。ここまでの段階で参加していた人たちは，強くトポ
フィリアに促されたのだと想像できる。また，淵源となった甘楽町の田村利良や松井義雄でいえば，富岡
製糸場は貴重だという共通感情に動かされてのものだったと考えることができる。この時点では，一般市
民には富岡製糸場の価値の認知についてはそれほどではなかったとされる（山﨑2009：154）。
しかし，2003年が大きな転機となる。群馬県知事が４期目の方針として，富岡製糸場の世界遺産登録を
目指すと宣言したからである。これは県が富岡製糸場の歴史的な意義を認め，産業的な側面ばかりでなく，
文化的な側面も含めて位置づけがなされたことを意味する。同年11月の市民集会シンポジウムには市民
500名が参加し，富岡製糸場を見る目が明らかに変わった。潮目が変わったのである。
「富岡製糸場を愛する会」の会員数は2004年が30名だったが，その後，05年800名・20団体，66年1,200名・
40団体，07年1,300名・50団体となる。潮目が変わったとは単に会員数が増加に転じたということなので
はない。それをいうならば，08年に会員数1,100名・９団体となったことにも注目しなければならない（山
﨑2009：155）。会員となる人たちの性格が変わったのではないかというのが，潮目が変わったという表現
の真意である。すなわち，トポフィリアに促されてというよりも，「記憶の共同体」への熱い思いが生ま
れたというよりも，世界遺産というブランドに一時的に飛びついた人たちがいたという流行現象だったの
ではないかという疑念が生まれざるを得ないのである。団体についてはもっと極端である。県が推進する
運動に対して，当座，参加しておこうという団体があったのではないかと疑われるのである。
「富岡製糸場を愛する会」の会則は，その目的に関して，2003年10月，次のように改正された。「本会は
富岡製糸場の歴史的，文化的，産業的な遺産価値を認め，これを愛護する者をもって組織し，富岡製糸場
について学び合いながらその輪を広げることを目的とする。さらに『富岡製糸場と絹産業遺産群』が，世
界遺産に登録されることを期待し推進するものとする」（第２条）。前半の文言は，発足当時からの精神が
語られているが，後半は，県が世界遺産登録を目指すとした状況の変化を反映している。そのことで，世
界遺産登録後，あるいはその推進運動展開の過程でのビジネスの可能性が多くの人に認識されたに違いな
いのである。いわば別府におけるオンパク化が起きたのだといえる。
大所帯となったためイベントごとの部会が設置された。2005年にはロゴマークやステッカーの作成，
キャラクターネーム，シルキーちゃんなど矢継ぎ早に発表される。06年には教育用 DVD も作成され，ビ
ジネスとしての広がりを見せていく。このような性格の変化――潮目が変わること――はなんら批判され
ることではない。ただ，トポフィリアや「記憶の共同体」が意識されて活動していた頃と，そこに大きく
ビジネスの契機を求めて運動が展開されるのとでは，性格が異なってしまっていることに気づくべきでは
ないかと筆者には思われる。
特に世界遺産登録が目指されるようなケースでは，観光による地域振興というような段階を大きく越え
て，地域社会のアメニティが著しく低下するということが岐阜県の白川村や島根県の大田市では起きてい
る。これは筆者の問題の建て方では，スモール・ツーリズムかせいぜいミディアム・ツーリズムに留まる
べきなのか，マス・ツーリズムを招来するようなかたちで考えるべきなのかという選択となる。それは地
域にとって深刻な，切実な選択となるはずである。
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3. 片倉工業の役割
富岡製糸場と片倉工業
富岡製糸場の歴史的な意義が官営工場にあったことは事実である。明治政府にとって，生糸の増産と品
質の維持は国の重要政策だった。しかも，すでに述べたように，民間には委ねることができず官営工場が
必要だった大きな理由は，ヨーロッパから採り入れた製糸技術を学んだ工女が全国各地にそれを持ち帰る
こと・伝播することも目的とされていたからである。
しかしながら，富岡製糸場を語ろうとするとき，片倉工業の存在を欠かすことができないのも事実であ
る。富岡製糸場が富岡市に寄付された際の市長今井清二郎（在任1995～2007年）の感謝の言葉にそれは現
われている。2005年に開かれた感謝の集いで今井は，次のような内容を発言している（山﨑2009：150）。
「片倉工業だからこそ，赤煉瓦建物を完全な姿で保存管理してもらえた。片倉工業だからこそ，重要文化
財にもなる貴重な赤煉瓦建物を寄付してもらえた」，と。地域を考える上で，片倉工業のような企業のあ
り方を理解することは重要である。
ともあれ，まず官営工場として設立され，片倉工業によって富岡市に寄付されるまでの富岡製糸場の歴
史を辿ってみよう。
明治26年（1893年）には三井家に払い下げられ，三井富岡製糸場となる。明治35年（1902年）には原合
名会社に譲渡され，原富岡製糸場となる。原時代には新式操糸機の導入，蚕業改良部の設置，繭の品評会
の頻繁な実施，優良な原料繭の確保などにより製糸業の黄金期を迎えた。昭和13年（1938年），片倉製糸
紡績株式会社（後に片倉工業）の所有となり，名称は株式会社富岡製糸所とされたが，翌年には片倉富岡
製糸所と改名され，その後も片倉工業株式会社富岡製糸所（1943年），片倉工業株式会社富岡工場（1961年）
と名称が変遷する。特に昭和18年（1943年）の名称変更は，片倉工業という現在の名称に本社が変わった
ことによるものだった。片倉時代には，戦前は多数の建物を増築し，戦後は大型機械を導入するなど生糸
生産の最盛期を迎える。しかしながら，その後，外国産生糸の増大や化学繊維技術の進展による生糸価格
の低迷が起こり，昭和36年（1988年），操業停止となったのである。（（財）文化財建造物保存技術協会
2006：14）
片倉工業は2005年９月には建造物一切を富岡市に寄付するが，これは世界遺産登録を目指すに当たって
重要な転機となる。同年10月から富岡市の管理が始まるのだが，翌年１月には土地が富岡市に売却され，
７月には国指定重要文化財となる。この経過には大きな意味がある。世界遺産登録に当たってユネスコは
「国内法の保護」を条件に挙げているからである。自然遺産であれば国立公園や自然環境保全地域に指定
されていることが必要であり，文化遺産であれば文化財保護法による指定が必要である。ところが，産業
遺産の場合にはその所有者との関係で次のような事情が生じる。
例えば，構成資産に岩手県釜石市の橋野高炉を加えた（2009年10月）ことで７県11市28件の申請となっ
ている「九州・山口の近代化産業遺産群」の場合には，その中に現役で使用中の三菱重工業長崎造船所向
島第三ドック（長崎市）や，新日鐵八幡製鉄所旧本事務所（北九州市）が含まれている。世界遺産登録の
条件である「国内法の保護」，すなわち文化財に指定されれば企業にとって利用の制限を招くこともあり
うる。この点では，もちろん片倉工業が操業停止していたからこそ富岡市に寄付し，重要文化財の指定を
受けることができたのだということもできる。しかしながらそのことは，年間１億円をかけ建造物や屋内
の製糸機を保存管理してきた企業にとって，その将来的な活用の可能性を放棄することを意味するのであ
り，並大抵のことではない。先の今井富岡市長の感謝の言葉の中にあった，「片倉工業だからこそ保存管
理してもらえた」というのはこのことを指している。
ここに至って私たちは，片倉工業がどのような企業であったかということにも思いをめぐらす必要が出
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てくるのである2。
富岡製糸場が開業した翌年に当たる明治６年（1873年），片倉市助が長野県諏訪郡川岸村（現岡谷市）
の自宅の庭で小規模な10人取りの座繰り製糸を開始した。これが片倉工業の始まりである。この時期，岡
谷では生糸づくりを志す多くの製糸家が誕生している。もともと岡谷は乾燥した空気と水に恵まれてお
り，農家の副業として養蚕・生糸づくりが盛んだったからである。イタリアやフランスの先進的な操糸機
を参考に独自の諏訪式操糸機を開発し，生糸の工場生産体制が整えられていく。また，小規模の製糸家が
単独で生糸を出荷するのでなく，製糸結社を結成して生糸の品質を統一し，大量に出荷するという方式も
取られた。やがて製糸結社から独立し，県外に進出して経営を拡大する製糸家が続出し，岡谷の製糸は全
盛期を迎え，「糸都岡谷」と呼ばれるようになる。
片倉市助には４人の息子がおり，長男の兼太郎が明治９年（1876年）に市助から家督を相続する。そし
て初代片倉兼太郎は，地主であるよりは，明治初期，国を挙げて輸出産業として力が入れられていた製糸
業に邁進することを決意するのである。明治11年（1878年）に彼は川岸村字垣外の天竜川畔に32人繰りの
洋式器械製糸工場，垣外製糸場を開設した。しかし，自分の製糸場だけでは出荷量に課題が残るため，翌
年の７月，尾沢金左衛門，林倉太郎とともに開明社を創業した。開明社は同業者をまとめ上げ，品質を統
一し，優良な製糸の生産に努めた。なお，参加組員は18名311釜だった。
製糸はその取引上荷かさの多いことが必要とされるため，各所で共同荷造りの結社が誕生していた。し
かしそれ以上に重要なことは品質の均一化であり，開明社はそれを解決するために明治17年（1884年），
岡谷地方最初となる共同揚げ返し場を新設し，品質の均一化と促進化を実現したのである。生糸の輸出港
となる横浜では，こうした努力もあって，開明社ブランドとしてその生糸は高値で取引されるようになっ
た。開明社は長野県下では生産・販売額がトップの結社となった。片倉自体としても明治23年（1890年）
に諏訪郡外への初進出となる松本工場を新設し，明治28年（1895年）には片倉組を設立，同時に東京京橋
に支店を開設，国各地に工場を建設した。また，初代片倉兼太郎の時代にすでに農林事業に着目し，北海
道や台湾などで土地買収を行なっていたが，明治37年（1944年）に朝鮮平壌府で住宅地の経営に乗り出し
たことを機に，こうした事業と製糸業を統括するための片倉合名会社も設立された。なお，富岡製糸場を
所有した際の，片倉製糸紡績株式会社の名は大正８年（1914年）３月に片倉組を継承するものとして付け
られた。
片倉市助の４男左一は，明治10年（1877年）長男兼太郎の準養子となり，初代片倉兼太郎の事業を手伝っ
た。初代兼太郎が大正６年（1917年）に逝去すると左一が２代目兼太郎を襲名し，更なる多角経営に乗り
出した。製糸業において朝鮮（現韓国慶尚北道）大邱府に製糸工場を開設する一方，紡績，肥料，製薬，
食品，保険などの事業を傘下に収めて片倉財閥を形成したのである。「シルク王」とも呼ばれた２代目片
倉兼太郎は，ただ事業拡大のみに執着する人間ではなかった。初代の薫陶を受けて，２代目兼太郎は労使
協調・共存共栄の精神を受け継いでいた。大正９年（1920年）には労使協調の証しとして，利益の１割以
上を全従業員に配分すると発表した。また，初代兼太郎は，当時の従業員に義務教育未修了者が多くなっ
たため，川岸村に私立尋常小学校を計画したが，竣工を見ないで他界していた。兄である初代の遺志を受
け継いだ２代目兼太郎は工事を完成させ，知事の認可を得て，兄の亡くなったその年に「私立片倉尋常小
学校」を開校した。しかも翌年には，近隣の製糸業者の要請を受けて，共同の義務教育機関として機能さ
せたのである。
しかし，より注目すべきは，「企業は社会の公器」との信念を持つに至った２代目兼太郎の次のような
2	 	 以下の片倉工業に関する記述については，『片倉製糸紡績株式会社二十年誌』を参照した。
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行動であろう。そこには富岡製糸場が世界遺産登録を目指す際に果たした役割がなぜ可能だったかの解答
が潜んでいるように筆者には思える。
まず，どのような時代だったか――。昭和２年（1927年），国会での大蔵大臣の軽率な発言がきっかけ
で金融恐慌が始まる。明治から昭和初期にかけて日本の主軸産業であった製糸業もその影響を受け，岡谷
地方の製糸業界も大打撃を受ける。しかしこの混乱の時期，２代目片倉兼太郎は片倉同族の協力を得た基
金60万円をもとに片倉館を建設する。昭和２年１月の着工，翌年10月の竣工である。諏訪湖畔の3,000坪
の敷地に温泉大浴場やサウナ等を備えた浴場棟と，文化交流や娯楽を目的とした会館棟（建築総面積訳
750坪）から片倉館は成っている。これは自社の従業員のみでなく，地域の住民のためにむしろ造られた
ものだった。そうした発想は，２代目片倉兼太郎が大正11年（1922年）から12年にかけて出かけた欧米視
察旅行での見聞の賜物である。特にヨーロッパでの（ドイツでの），地方においてすら充実した温泉保養
施設の整っていることに感銘を受けたことがきっかけだった。
こうした企業だったからこそ，富岡製糸場は世界遺産登録のための条件，すなわち富岡市に寄付され，
重要文化財に指定されるという条件を満たすことが可能となったのである。
地域社会と片倉工業
筆者にとって印象深かったのは，上信越自動車道の富岡インターチェンジを出る際に目にした「富岡製
糸場のあるまち」という大きな表示だった。企業や観光が地域社会とどのような関係性を取り結ぶかに関
心のある筆者にとって極めて暗示的だったからである。
現在の片倉工業株式会社は，同社のウェブサイトによれば，主要な事業として衣料品，機械電子，ショッ
ピングセンター，小売，その他としてゴルフセンター，住宅展示場を挙げ，関係会社の事業として繊維関
連，医療用医薬品，農業用機械，消防自動車・消防関連機器，ビル管理を挙げている。片倉工業が現在の
岡谷市で製糸業からスタートしたとはいうものの，こうした広がりはこれまで見てきたような同社の歴史
からすれば当然であろう。地域的な広がりについても，大正11年（1922年）に本社を東京京橋に移し，製
糸工場・蚕種製造所を全国展開してきたことからすれば当然である。群馬県富岡市の富岡製糸場について
もそうした製糸業の広がりの一つであったと見ることができる。このことは逆に，片倉工業にとって富岡
製糸場が必ずしも過重な意味合いを持つ唯一のものではなかったことを示している。
具体的に見ていこう3。
片倉工業にとって思いの強い製糸工場は，ひょっとしたら富岡製糸場よりも熊谷工場の方であったかも
しれない。岡谷の地から始まった片倉の製糸業の歴史は，平成６年（1994年）12月31日，最後の製糸工場
であった熊谷工場が操業を休止したことで，蚕糸業121年の幕を閉じたからである。なお，熊谷工場自体
は，地元有志によって設立された三木原製糸場を明治40年（1907年）に買収し，石原製糸場として操業を
始めたところから歴史は始まっている。
総面積34,197m2（10,345坪）の熊谷工場の跡地は，現在，全体としては商業施設「熊谷サティ」となっ
ており，その一画を片倉シルク記念館としている。もとからあった蜂の巣倉庫をそのまま保存し，敷地内
にあった建物（蔵造りの繭貯蔵倉庫）をその北側に移して展示スペースとしている。展示スペースの１階
は，製糸工場で実際に使われていた機械を用いて製糸工程を説明している。２階はメモリアルギャラリー
として熊谷工場での活動や寮での生活を写真で紹介している。その内容は，富岡製糸場で私たちが知った
のと同様の，片倉工業の従業員への対し方・地域社会への対し方を示している。案内掲示の文章も，「か
つて製糸という大きな『しごと』があり，それがこの熊谷の地にも長い間存在していたこと，そして多く
3	 	 以下の片倉工業熊谷工場の記述については，片倉シルク記念館における展示資料を参考にした。
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の人々がそこで働いていたこと…」，と結ばれている。ここでも地域の「記憶の共同体」というべき感情
が形成されているのだと見ることができる。
「記憶の共同体」はある種ノスタルジーを孕む。熊谷工場は職場である同時に，そこに働く人々にとっ
て，食・住を共にする生活の場でもあった。寮や社宅ばかりでなく，プールやバレーコートなど娯楽の場
や，診療所などの厚生施設，働きながら料理・編み物・生け花などを学ぶための私立片倉石原青年学級（片
倉熊谷高等学園）の教室もあった。
次のような熊谷工場で行なわれた行事の記録は，仕事と季節の行事が切り離せない熊谷工場での生活の
あり方を物語っている。４月には観桜会，社員旅行，卓球大会，展示即売会の予定があるが，５月には春
繭の集荷，６月には春繭の乾燥安全祈願祭と仕事上の予定が入っている。あるいは，夏から秋にかけての
行事では次のようになっている。７月はうちわ祭り，プール開き，安全週間，夏繭の集荷，７～８月にキャ
ンプ，８月の納涼大会，初秋繭の集荷，８月から９月にかけて父兄会，９月から11月にかけての社員旅行，
10月の晩秋繭の集荷，10月～11月のバレーボール大会，ソフトボール大会，運動会，そして10月下旬から
11月初旬にかけての晩々秋繭の集荷，となっている。従業員にとってみれば職場での，仕事上の行事ばか
りでなく多くの楽しみのための行事が提供されていたのである。
父兄会は製糸工場の行事として奇異に映るかもしれないが，実は３月の熊谷工場の行事として入学式と
ともに片倉学園卒業式も入っている。現在の岡谷市に位置する川岸村に私立片倉尋常小学校を，初代の遺
志を継ぎ２代目片倉兼太郎が開校したことについてはすでに触れたが，従業員への教育について片倉工業
の一貫した姿勢を読み取ることができる。また，地域社会への対し方も行事予定の中にも見られる。うち
わ祭りは熊谷市八坂神社の伝統的な夏祭りで，山車が町中を練り歩く。熊谷工場はその休憩のための場所
を提供している。こうした現在も続く地域とのかかわり方については，すでに消失してはいるものの，か
つて熊谷工場の象徴として目立っていた33メートルの煙突の存在が地域住民の記憶に拭いがたく残ってい
るはずであり，それに加えてうちわ祭りへの参加は，地域の「記憶の共同体」としての新たな実質を形成
しつつあるのだと見ることができる。
片倉工業の地域社会への対し方を考えるのにより適切な事例は，敷地面積3,180坪（10,492m2）を有する
上諏訪の片倉館であろう。すでに触れたが，今日，上諏訪のランドマークともいうべき温泉施設である片
倉館は，２代目片倉兼太郎が大正11年（1922年）から12年にかけての海外視察において，ヨーロッパの農
村地域で充実した文化福利施設――特にドイツやチェコスロバキアの温泉保養地における温泉施設――を
目にしたことで建設を決意したものである。彼は自社従業員の福利厚生施設としても考えていたし，地域
住民の慰安休養施設としても考えていた。しかし，地域における片倉館が果たす役割はさらに今日，重要
性を増している。
上諏訪温泉は地元民専用の共同湯の多いことで，雑誌でも特集されるほどによく知られている。一方，
下諏訪温泉は外来者にも開放される共同湯が多く上諏訪とは対照的である。この対比のさらに興味深いこ
とは，地元民専用の共同湯の多い上諏訪温泉の方がマス・ツーリズム対応型の大規模温泉旅館が多く，下
諏訪温泉の方が逆に小・中規模の温泉旅館が主流だという点である。上諏訪は温泉が地域文化として強く
根を張っている一方で，観光客が団体で大挙訪れやすい温泉観光地でもある。
上諏訪はかつて，掘ればどこでも温泉が出るという状況だったが，乱掘が進み，住民同士の諍いも起
こったため，諏訪市では市として集中管理することになり，昭和63年（1988年）にそのシステムは完成す
る。現在では源泉数11，配湯センター・中継ポンプ室20ヵ所，契約給湯数2,850件，毎分契約湯量は10,000
リットル余りとなっている（「諏訪の水道と温泉」諏訪市水道局）。路地を歩いてみれば，共同湯や家庭用
に使われる貯湯タンクが目につく。このように，湯量豊富な温泉は日常的に使用する水としても，地域住
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民のコミュニケーションの場でもある共同湯としても，地域のあり方を規定するものだった。片倉館はこ
のような日常的な温泉利用が普及している上諏訪にとっても独特なものだった。
片倉館の竣工したのが昭和３年（1928年）であったことは，ほとんどまだ温泉旅館が一般化する以前に，
華麗な洋風建築の公衆浴場を造ったという点で特筆されてよい4。大理石造りの浴槽で，深さ1.1m で底に
玉砂利を敷き詰めた大浴場は，100人が一度に入れるほどの規模である。その広さはマス・ツーリズム対
応型の大規模温泉旅館の大浴場に匹敵するもので，繰り返すがそれを昭和３年に完成させているのであ
る。その時代においてその規模というのは，従業員や地域住民に対する思いからであったに違いない。そ
れを２代目片倉兼太郎は温泉保養地で見た大規模な温泉保養施設からヒントを得たのである。いわば大分
県の由布院温泉が今日の発展を迎えることのきっかけとなった溝口薫平や中谷賢太郎らが昭和46年（1971
年）に西ドイツの温泉保養地のあり方に大きな刺激を受けたことのさきがけであったともいえる。
そうした片倉館の歴史もさることながら，多くの地域で明治から昭和初期にかけての近代化遺産とし
て，洋風建築は称揚されることが多い。しかし西洋建築としての華麗さとそれが公衆浴場として建てられ
たという事実を考えるなら，極めて特異な建物だということがいえる。浴場ということでいうなら，これ
に匹敵する個性を有するのは，湯屋建築で知られる道後温泉本館や野沢温泉の大湯ぐらいであろう。やは
り洋風建築での公衆浴場という点で，上諏訪温泉のランドマーク――道後温泉本館と同様，観光の対象と
して機能しているということを意味する――としての価値が高い，というべきだろう。すなわち，地域社
会への貢献度が高いのだと見ることができる。
まとめ
本論はこの後，世界遺産登録に当たってストーリーの形成（＝ネットワークの形成，もしくは再発見）
が必須であるとの観点から，逆転登録で話題となった島根県の石見銀山，富岡製糸場との対比で最も有効
と思われる鹿児島の尚古集成館などを含む九州・山口地区の近代化遺産，さらには浄土思想の広まり（＝
ネットワーク形成）をテーマに日本政府の推薦で申請したものの初の落選となった「平泉の文化遺産」へ
と論を進める予定であるが，紙数の都合で，本稿ではここまでとなる。
ただ，ここまでの世界遺産としての意義と地域との関係という観点から，富岡市においてどのような段
階があったかを整理しておきたい。富岡市で見られたのは次のような段階である。
①世界遺産登録はまったく意識されない段階で，富岡製糸場の歴史的意義を認める人たち（甘楽町の有
力者ら）や，少年時代に富岡製糸場に親しみトポフィリア（場所愛）を感じていた富岡市民が立ち上
げた「富岡製糸場を愛する会」の，1988年から始まる初期における活動の段階。
②②と③の区分は必ずしも明確でないが，2003年に群馬県知事が４期目の方針として，富岡製糸場の世
界遺産登録を目指すと宣言した時期がおぼろげながらの分起点となる。2003年以前は地域活性化とし
て地域資源を見直す，もしくは学ぶという市民レベルが中心の段階。
③2003年を機に，地域に活力を生み出すということを（観光による）地域振興と捉える人たち・企業が
運動に参加するようになった段階。
すでに本論で述べたように，別府の八湯ウォークからオンパクに至る成功例が暗示するのは①の重要性
だった。もしくは②があってこその③が有効に機能するということだった。世界遺産とネットワーク形成
はこうした観点からも思考されるべきである。
4	 	 公衆浴場と共同湯の区別などについては吉田（2010）を参照のこと
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